
Ⅰ．はじめに

　メタセコイアは１９４１年に三木茂によって化石から新種と同定さ

れた後，１９４５年に中国四川省で生存個体が発見された。このこと

から生きた化石と称せられる。我が国には，戦後，アメリカを通

じて，あるいは直接中国から種苗が導入され，円錐形の美しい樹

幹と葉色によって，並木，公園木，あるいは記念樹等として利用

されてきた。しかし，成長は早いものの材の強度が低く，用材と

しての利用は不適と考えられていた。

　一方，豊島ら（1）は各地にかなりの蓄積があることと成長が

早いことに着目し，木材性質の評価を進めた結果，４０年生程度の

個体であれば構造材利用が可能であり，材色も良いことを報告し

た。

　本報告では，当場が各地から収集したメタセコイアの系統のヤ

ング率と気乾密度を評価し，用材利用の可能性と育種による改良

の可能性を検討した。

Ⅱ．材料と方法

１．供試材料

　供試材料は当場内の遺伝資源保存園に植栽している１９系統であ

る。これらは国や公立の林業試験機関，大学他が収集・保存して

いたものを当場が１９６１年に収集したものであり，いずれもさし木

で増殖されている。これらは系統毎に列状プロットへ割り付けて

植栽しており，繰り返しはない。ただし，植栽箇所は平坦地で，

土壌等環境の条件は概ね均一である。

　平成１６年９月，この遺伝資源保存園の全生存個体の地上高１m

点から上方へ２m長の丸太を採取して実験に供した。供試材を

採取できたのは１７系統６１個体であり，系統毎には１～１３個体であ

る。また，採取時の林齢は４３年生であるが，後に補植した個体も

あり，胸高部位の年輪数には１８～４６年輪の変異があった。

２．実験方法

　気乾密度の測定方法は次のとおりである。胸高部位より採取し

た円盤の短径，長径方向で髄から放射方向に，接線方向の幅

３５mm，軸方向の厚み１５mmのストリップを作成した。これらを

なりゆきで気乾状態にした後，曲線ノミで５年輪毎に分割し，各

部の気乾重を測定した。その後，体積を置換法で測定して気乾密

度を得た。重量，体積の測定には電子天秤を用い，１／１００g精度

で読みとった。

　ヤング率は縦方向の固有振動数から得るタッピング法の定法に

従って生材状態で測定した。また，丸太の胸高部位の直径を直径

尺で読みとり，これを胸高直径とした。

Ⅲ．結果と考察

　５年輪毎に分割した各ブロックの気乾密度測定値を平均し，そ

のブロックごとの年輪番号による推移を図１に示した。気乾密度
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図１．随からの年輪数による気乾密度の変異



は１－５年輪のブロックから１１－１５年輪のブロックまで上昇し，

それより外側の各ブロックではほぼ一定の値を示す傾向にあった。

そこで，本報告では１５年輪までを未成熟材部，１６年輪以降を成熟

材部とした。また，この傾向はスギ・ヒノキとは対照的であり，

マツ等と同様であった。

　全測定結果は次に示すとおりであった。胸高直径の変異幅は

１１cmから５３cmであり，変動係数は３５％，全平均値は２９cmで

あった。ヤング率の変異幅は６．０GPから１０．１GPであり，変動係

数は１０％，全平均値は７．８GPであった。気乾密度の変異幅は

０．３１g/cm ３から０．５１g/cm ３であり，変動係数は１０％，全平均値

は０．３９g/cm ３であった。

　成長量の指標である胸高直径の全平均値は同林齢のスギと同様

であった。しかし，直径の小さい個体の多くは年輪数が少なく，

補植個体と見なされるものであり，これらを除いた平均値は

３６cmでスギを凌駕する。その一方で，年輪数は多いものの胸高

直径が２０cm以下で被圧状態にある個体もあった。ヤング率と気

乾密度は同齢のスギと同等かやや上回っていた。しかし，ヤング

率は変動幅が小さく，変動係数はスギのそれの１／２以下であっ

た。これはヤング率の改良の余地が小さいことを示唆するもので

あり，スギとは対照的な結果であった。

　各形質の系統平均値を年輪数とともに表Ⅰへ示した。年輪数が

少なく補植個体のみと見なせる個体もあるうえに１個体のみの系

統もあるので，胸高直径の系統間差については参考程度に考える

べきであろう。気乾密度は系統間の変動係数がスギと同様の値で

あった。しかし，ヤング率は系統間の変動係数が８％で，スギの

それの１／２以下であった。また，遺伝資源保存園内の環境差を

無視して一元配置の分散分析を行うと，ヤング率のみ有意差がな

かった。これは１個体のみの系統を除いても同じであった。個体

間変異の結果と合わせ，ヤング率は育種による改良効果が小さい

ことを示すものである。このことは，メタセコイアの特徴である

可能性とともに，本供試材料の遺伝的変異が小さい可能性も検討

しておく必要があろう。一方，図２に示したようにヤング率と成

熟材部の気乾密度それぞれの系統平均値間には強い正の相関関係

があり，気乾密度の改良によってヤング率も向上することが期待

できる。

　観察のみの評価であるが，心材色はアヤスギに似た淡い赤色か

ら薄い赤茶色で好ましい色調であった。しかし，供試個体の１５％

に心材腐朽，同８％に辺材腐朽が認められた。

　このように，メタセコイアは環境によっては良好な成長を示す

うえ，材はスギと同等以上の性能を示すが，心材部の密度が低い

ことと心材腐朽が多いことから，心去り材利用を念頭に置いて施

業・管理を行う必要がある。よって，早生樹としては利用が難し

い。また，遺伝的変異は小さい可能性が示唆された。
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図２．気乾密度とヤング率の相関関係

表１．胸高直径，ヤング率，密度の系統平均値

年輪数
気乾密度

ヤング率胸高直径
サン
プル
数　

系統名
成熟材未成熟材

（g/cm３）（g/cm３）（GP）（cm）

２６－３２０．３６０．３４６．６３１２宮崎神宮１号

３９０．４２０．３８７．５３６１京大２号

２４０．４２０．４０７．７１３１京大７号

３３－４００．３９０．３９７．５２９２佐賀県林試１号

２７－４２０．３８０．３５７．９２９４福岡県林試１号

４３０．３７０．３５７．４４１１林試宮崎分場

２７－３４０．４００．３４６．８２５３林試熊本支場１号

２１－２７０．４４０．４３８．１１６２林試熊本支場２号

４２０．４７０．３９７．８５３１林試浅川１号

２８－４６０．４４０．３７７．３３４１３林試浅川２号

２７－４００．４２０．３８７．６２２７林試浅川３号

３７０．４００．３８８．１２１１林試浅川６号

２３０．４４０．３９８．０１６１林試浅川１０号

３５－４２０．４５０．３６７．３３６５林試目黒１２号

１８－４２０．４１０．３８７．６２９１２林試目黒１４号

２１０．３１０．３４５．９２０１林試目黒６号

２４－３４０．４１０．３８７．３２９３林試目黒８号

３００．４４０．３８８．５２４１林試目黒１０号

０．４１０．３７７．５２８平均値

（０．３１～０．４７）（０．３４～０．４３）（６．６～８．５）（１３～５３）（最小～最大）

９７８３５変動係数（％）


